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今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理数科 十年 シラバス

学習の

ねらい
言葉による見方・考え方を働かせ,言語活動を通して,国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成
する。

授業形態

ア ドバイス

など

・クラス単位で投業を進めます。グループ活動や個人での発表を含みます。

・予習として、教材となる文章を読み、意味のわからない語匂について自主的に調べるようにしていき

ましょう。授業や復習を通じて自分の考えを広げたり深めたりすることをだ掛けましょう。

・本や新聞などを読んで情報収集することを普段から意識するように,む掛けましょう。

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 軟 材

回語 現代の国語 2

教科書 :高等学校 現代の国語 (第一学習社)

副教材 :「フ
・
レミアムカナ国語便覧 改訂版」(数研出版)

「重要頻出漢宇リアルマスター3300」 (尚文出

版)

評価の観点 知識・技能    1   思考・判断・表現    | 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

実社会に踏要な国語の知識

や技術を身に付けている。

「話すこと・聞くこと」、「書 くこ

と」、「読むこと」の各領域にお

いて、論理的に考える力や深く

共越したり豊かに想像 したりす

る力を伸ばし、他者 との関わり

の中で伝え合う力を高め、自分

の思いや考えを広げたり深めた

りしている。

言葉を通して積極的に他者や社会

に関わったり、ものの見方、感じ

方、考え方を深めたりしながらヽ

営業がもつ価値への認識を深めよ

うとしているとともに、読lrに親

しむことで自己を向上させ、我が

国の言語文化の担い手としての自

党を持とうとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教基カ カ

カ

カ

解

考

現

読

思

象

自律カ

省案カ

協働カ

主な

評価方法

確認テス ト

定期考査

定期考査

レポート・活動報告書・観察

課題の取 り組み状況

小テス ト

振 り退リシー ト



学期 学習内容
学習の到違目標

知識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期

。「生きもの」として生きる

書き方の基礎レッスン

・「本当の自分」知想

・水の東西

話し方の工夫

・ものとことば

・論理分析【対比】

【具体と抽象】

・常用漢字の読み書きに

慣れ、文や文章の中で使

用できる。
・主張と論拠など情報と

情報の関係について理解

できている。

・個別の情報と一般化さ

れた情報との関係につい

て理解できている。

・書き営業と話し言葉の

特徴が理解できている。

・表記・表現の基本ルー

ルが理解できている。

・文章の効果的な組み立

てや接続の仕方について

理解できている。

・「読むこと」「聞くこと」に

おいて、文章の種類を踏

まえて、内容や構成、論理

の展開などについて叙述

を基に的確に捉え、要旨

や晏点を把握できている。

・「読むこと」「聞くこと」に

おいて、文章に含まれてい

る情報を相互に関連づけ

ながら、内容や書き手の

意図を解釈するとともに、

自分の考えを深めている。

・「書くこと」「話すこと」:こ

おいて、自分の考えが的

確に伝わるよう、根拠の示

し方や説明の仕方を工夫

している。

・学習課題に沿って、妥点

をまとめ、説明しようとして

いる。
・まとめたものを文章にし

たり、発表したりしようとし

ている。
・積極的に伝わりやすい表

現を工夫しようとしている。

・協働して学習課題に取り

組み、理解を深めようとし

ている。
・振り退りをして、次の学習

課題を見つけようとしてい

る。
・学習課題を発展させた

読書や研究などをしようと

している。

後
期

・「文化」としての科学

論理的な表現

。現代の「世論操作」

・フェアな競争

・論理分析【事実と意見】

【推論】

・不均衡な時間

地域の魅力を紹介する

・常用漢字の読み書きに

慣れ、文や文章の中で使

用できる。
・主張と論拠など情報と

情報の関係について理解

できている。

・個別の情報と一般化さ

れた情報との関係につい

て理解できている。

・推論の仕方について理

解できている。
・文章の効果的な組み立

てや接続の仕方について

理解できている。

・実社会との関わりを考え

るための読書の意義と効

用について理解で士てい

る。

・「読むことJ「聞くことJに

おいて、文章の種類を踏

まえて、内容や構成、論理

の展開などについて叙述

を基に的確に捉え、要旨

や晏点を把握できている。

・鳴虎むこと」「聞くこと」に

おいて、文章に含まれてい

る情報を相互に関連づけ

ながら、内容や書き手の

意図を解釈するとともに、

自分の考えを深めている。
。「書くこと」「話すこと」に

おいて、自分の考えが的

確に伝わるよう、根拠の示

し方や説明の仕方を工夫

している。

・現代的な問題について、

自分の意見を広げたり深

めたりしている。

・学習課題に沿って、論理

の展開粘り強く分析し、今

までの学習を活かして筆

者の主張をまとめようとし

ている。
。まとめたものを文章にし

たり、発表したりしようとし

ている。

・積極的に伝わりやすい表

現を工夫しようとしている。

・協働して学習課題に取り

組み、理解を深めようとし

ている。
。振り返りをして、次の学習

課題を見つけようとしてい

る。

・現代的な問題について、

自分の意見をまとめ、論述

しようとしている。

・学習課題を発展させた

読書や研究などをしようと

している。

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理数科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

国語 言語文化 4

教科書 :言語文化 (数研出版)

副教材 :「フ・レミ7ムカナ国語便覧 改訂版」(数研出版)

:「体系古典文法」(数研出版)

:『精選澳文」(尚文出版)

学習の

ねらい

生涯にわたる社会生活に鮎要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を

深める。宮業が持つ価値への認識を深めるとともに、我が国の言語文化の担い手としての自党を持ち、営業を通

して他社や社会に関わろうとする態度を基う。

授業形態

アドパイス

など

・言語文化Aと言語文化Bと いう科日に分けて学習していきます。

・クラス単位で投業を進めます。グループ活動や個人での発表を合みます。

・予習→投業→復習の積み重ねを続けよう。重要語句を調べて現代語訳を考える予習が大切です。

・しっかり音読しよう。国語は言葉の学習をする教科です。営業を習得するには昔読が最も効果的です。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現    1  主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

実社会に必要な国語の知識や

技術を身に付けている。

『書くこと」、「読むこと』の各領域

において、論理的に考える力や深

く共感したり豊かに想像したりする

力を伸ばし、他者との関わりの中

で伝え合う力を高め、自分の思い

や考えを広げたり深めたりしてい

る3

言葉を通して積極的に他者や社会に

関わつたり、ものの見方、感じ方、考え

方を深めたりしながら、言葉がもつ価

値への認識を深めようとしているとと

もに、読書に親しむことで自己を向上

させ、我が国の言語文化の担い手とし

ての自党を持とうとしている。

育てたい生徒像

(資 質・能力)

との関連

教基カ 理解カ

思考カ

表現カ

自律カ

省泰カ

協働カ

主な

評価方法

定期考査

確認テスト

定期者査

レポート・観察

課題の取り組み状況・観察

珂ヽテスト

振り退リシート

学期 学習内容
学習の到違目標

知識・技能 思考・判断・表現 1主体的に学習に取り組む態度

前期

宇治拾追物語

「児のそら寝」

「絵仏師良秀」

「柿の木に仏現ずること」

伊勢物語

「芥川」

「東下り」

徒然車

「つれづれなるままに」

「ある人、弓射ることを習しS、に」

「丹波に出雲といしS、所あり」

・古典の世界に親しむた

めに、古典を読むために

必要な文器のきまりや訓

読のきまり、古典特有の表

現などについて理解する

ことおこできる。

・歴史的仮名違いを理解

し、全文を正しく音読でき

る。

・古語と現代語の違いを

理解している。

・重要語にあげられた古

語を理解している。

・体言と用言、活用につい

・教材の内容の面白さや

登場人物の,む情を的確に

理解できる。

・作者の意図について考

えることおtできる。

・和歌の表現技法に注意

して内容を読み、登場人

物の′せ情を考えることが

できる。
・文章の種類を踏まえ、内

容や構成、展開などにつ

いて、叙述を基に的確に

捉える事ができる。

・作品や文章に表れてい

るものの見方、憩じ方、考

・人々が説話を伝えようと

した理由を粘 り強く分析

し、学習課題に沿って話し

合いに参加しようとしてい

る。
・他の文と和歌の関係性

を読み解き、今までの学習

を生かして本文全体を粘

り強く解釈 しようとしてい

る。
・元来中国語である澳文

を、我が回の言語文化とし

て学ぶということに興味を

持つとともに、我が国の言

語文化の担い手としての



言語文化と漠文

漢文入門

「漁夫え利」

「矛盾」

「借虎威」

「朝二暮四」

「管飽え交」

「先従院始」

「鶏口牛後」

近代小説

「羅」LF日 」

て理解している。

・助動詞の意味、接続、活

用形などについて理解し

ている。

・返り点の種類や用法を

理解している。

・再読文字・助字・退読文

字の種類や用法を理解し

た上で、工しく現代語訳で

きる。

・中国の歴史・文化につい

て理解している。

・登場人物の趙情を文脈

に従つて丁事に読むこと

ができる。

え方を捉え、内容を解釈す

ることおぐできる。
・各故事の展開の面白さ

を的確に理解できる。

・遊説家たちがどのような

主張をするために故事を

持ち出したのかが理解で

きる。
・登場人物が自らの主張

を受け入れさせるために

どのような論理を展開して

いるのかを読み取ること

ができる。
・登場人物の

`む
情を叙述

を根拠として考えることが

できる。

自覚を持ち、営業の世界

により深く関わろうとして

いる。

・外国語である漢文を日

本語として読む割1読 法の

茉晴らしさに気づき、身に

付けることでより多くの文

章が読めることに期待を

持っている。

・登場人物が自らの主張

を受け入れさせるための

工夫に気づき、自らの言語

活動に取り入れようとして

いる。

・登場人物のd情に奥味

を持ち、展開を考えよう

としている。

後期

土佐日記

「門出」

「帰京」

枕草子

「雪のいと高う降りたるを」

奥の細道

「序」

和歌

『万業集」

「古今和歌集」

「新古今和歌集」

漢詩

『論静」

「孟子」

「雑説」

「罷説」

現代小説

『サラバ !」

詩歌

・品詞の違いや特徴を理

解 し、通切に現代謡訳す

ることができる。

・牧語の種類や意味、敬

意の方向の基本について

理解することができる。

・日本の和歌集の特色を

理解することができる。ま

た、それぞれの代表的歌

人について理解している。

・俳諧・和歌の表現技法

について理解している。

・漠詩の種類や近体詩の

規則について理解してい

る。

・漠詩の技巧、味わい方を

理解している。

・李白・社甫などの代表的

詩人について理解してい

る。

・諸子百家が生み出され

た時代背景を理解してい

る。

・『仁」「忠」「礼」「義」

「孝」など、イ需家の思想の

基本概言が理解できる。

・登場人物の,せ情を文脈

に従って丁寧に読むこと

力tできる。

・短歌・IF旬の技法を理解

している。

・作品や文章の成立した

背景や他の作品などとの

関係を踏まえ、内容の解

釈を深めることができる。

作品や文章に表れている

ものの見方、感じ方、考え

方を提え、内容を解釈する

ことお↓できる。

・作品の時代背景等を踏

まえ、俳譜・和歌に込めら

れた作者の
`む情を表現す

ること力ぐできる。

・各作品の作者や詩作の

背景について知ることで、

主題への理解をより深め

ている。

・イ語家の思想が生み出さ

れた時代背景を踏まえた

上で、孔子や孟子の主張

が理解できている。

・抽象的な儒家の思想を

自分の営業で表現でき

る。

・登場人物の1む情を叙述

を根拠として考えることが

できる。

・自分の体験や思いが効

果的に伝わるよう、語句な

どの表現の仕方を工夫す

ること力ぐできる。

・旧暦や古時刻、旧国名と

いった古典常識について

積極的に調べ、作品理解

を深めようとしている。

・作者の意図について粘り

強く考察しようとしている

。和歌 を粘 り強く読み解

き、主題について考察しよ

うとしている。

・漢詩と我が国の言語文

化との関わりについて奥

味を持ち、自らのものの見

方を豊かにしようとしてい

る。

・儒家の思想を、現代社会

や自分の生活と結びつけ

て考察しようとしている。

・儒家の思想と我が国の

言語文化との関わりにつ

いて興味を持ち、自らのも

のの見方を豊かにしようと

している
。自分の体験や思いが効

果的に伝わるよう、構成や

表現を工夫し、和歌や俳

句を創作しようとしている。

備考


